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         (1)繊 維 素 に 封 す る 盤 素 の 作 用

 漂 白用 εして盛素は古 くか ら慮用 されて居て(Berthollet 1786以 來)多 撒の研究並

に特許がある。又繊維素の定量にCross&Bevanの 方法 εして廣 く磨用 されて居る。

然 し繊維原料か ら繊維素を分離する目的の研究は、まだ充分でない。(1912年 來佛蘭

西でDe Vains伊 太利でCataldi法 が試験 されて居るが)其 研究 の一方面 εして繊維

素 に封 する盤素 の作用を研究 した。 漂白の際、其作用が過 ぎるε(Oberbleichen)繊

維素の質を著 しく害 する事は知 られて居 るが、若 し適當に作用 させた場合何程其質に

影響を及ほすかを知 るのが目的で、塵理繊維素の銅質及び粘度を試験 した。

 木綿か ら精製 した標準繊維素 に就ての試験

試 料       銅 質 粘 度
                               流出物数
  1.標 準 繊 維 素           5    121

  2.15分 間盤素慮理(24。C)、 水洗、乾燥      4     123

  3.同 上 を沸騰1%苛 性曹達液にて虎理     3     119

  4・1を30分 間盤素庭理、水洗、乾燥        2      121

  5.同 上 を沸騰1%苛 性曹達液にて塵理   2   116

 亜硫酸 バルブﾟorregardに 就ての試験

試 料            銅 質 粘 度

  1原 料 バ ル ブ            28  118

  2・zo分 間盤素1麸理(100C)後 沸騰1%苛 性曹蓬液1時 間鬼理 13    101

  3・ 同 上 反 覆         7  88.5

  4・ 同 上 反 覆         7  99

  5・1を 沸騰1%苛 性曹達液露理           15   105

上記繊維素にてヴィスコースを作 り、其粘度(落 球法)を 見 る。
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             繊維素に關する3-3の 研究

導 1 2 3 4 5
  8         20        186        14        175        14

 12         20        23         215       21{}        ]6.0

 15           25,';        296         26.0        21.0         16a

 19         33        28         28.0       26§        20.0

紡 糸 結 果  最 彊 糸

 g/d          1.56       1.36       1.67       1.54        1.55

 此等 の 結 果 を 見 る ε、 適 當 な 盤素 慮 理 は繊 維 素 を 害せ な い の み な らず 、却 て其 質 を

改 良 す る。

         (2)繊 維 素 に 封 す る 亜 硫 酸 の 作 用

酸 性亜 硫 酸 盛 の木 材 に封 す る研 究 は、 甚 だ多 くされ て 居 る(H臠glund, Klason等)

叉 亜 硫 酸 及 其 盤 の 分 解 、 亜硫 酸 の糖 液 に封 す る作 用 に就 て も研 究 され て 居 る。 然 し繊

維 素 本 質 に封 よる作 用 に 就 て は 、未 だ見 當 らな い。 其 故 次 の様 な試 験 を 行 つ た。

  試 験 温 度 1iO。C

  酸 性亜 硫 酸 曹 達 液 虎 理

 リ ンター109を100ccm中 約59のSO・ を 含 むNaHSO・ 液80 ccmで 塵 理

した揚合

     蒸煮時間        全 SO,        遊離SOa

      O                   4.75                  0.58

      44.70049

      8                  4.53                 0.49

      12                  4.68                 0.49

      24                   4.82                  0.5ﾟ

 繊 維 素 の 分 析

  蒸 煮 時 間    牧 牽%    α 繊 維 素     β+γ     γ

    4           95.92          9183         4.96          1.86

    8           96.14          90.99         4.96          1.38

   12            86.55           89.38          1.82          1.63

   24            36.69           79.58         1591          0.93
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  繊 維 素 の 銅 質 及粘 度

       蒸 煮 時 間  銅 質  粘 度

         0                -                144.6"

         4               2.01             105.0

        8               4.02              93.4

        12              5.02             87.2

        24                8.02               65.2

  遊 離 亜 硫 酸 液 塵 理

 リ ンター79を100ccm中 約59のSObを 含む 液90 ccmで 虞 理 した 場 合

  亜 硫 酸 液 の攣 化

       蒸 煮 時 間      全 SO2       SO,

        0                4.72              0.34

        44.220.32

        8              4.22             0.33

        12               4.16              0.36

        24          423         0.3s

  繊 維素 の 分析

    奪 喬 鰍 ・灘 素 附 ・ 犠鷲 象
     4       99,62      65.18     27.28     1.38     0.84

     8       99.33      51.16     34.10     1.86     4.08

     12      97.89      37.13     44.69     1.38     7.37

     24   95.73  測 定 不能   一   一   一

  繊 維素 の 銅 質及 粘 度

       蒸煮 時 間      銅  質      粘  度

        45.5248.6"

        8               6.52              48.0

        12              8.53            47.4

        24               13.04             468

Girards Hydrocellulose                   46.8

 更 に 高温 度 の 揚 合 影 響 が、 一 暦 著 明 で あ る可 きで あ る。然 し實 際 パ ル プ製 造 の場 合

に於 て は、 リ グ ニ ンが 共 存 す るか ら其 影 響 を別 に考 究 せ ね ば な らぬ。
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             繊維素 に關す る箞�3の 研究

        (3)繊 維素 のア ル カ リ液 に劃 す る溶 解度

 繊維素のアルカリ液溶解性に就ては、ヴイスコース製造に關聯 して、アルカリ繊維

素製造上多 く研究 されて居る。而してヘ ミセ.ルロースが可溶姓大 なるをもよく知 られ

て居る。然 るに多 くの研究に此等の匿別が考慮 されず、ヘ ミセルmス を含んだ もの

を其儘繊維素 ミして取扱ひ、其溶解度を論ぜ られて店る。

 其故酸素の作用を避 けて10%苛 性曹達液に封 する溶解度を試験 した。

Tissue paper(5 g)

    抽出囎  抽出液 棚 職 湖n 50ccm q=
             ccm   g  qo  g

     l    72(100ccmよ り) 0.105   2.1  0.0055  0.11

     298( )0.01740.340.00550.11

     3       54 (50ccm よ り)  0.0060    0.】2    -       -

     4        49 (           )  0.0090     0.18     -       -

     549( )0.00500.10--

     650( )0.00300.06--

     7       49 (          )  0.0030    0.06    -      -

     8       50 (          )  0.0030    0.06    -       -

Borregard (5 g)

難 抽肝 轡 糟 二〇鷲 聖 搾1聲
  1 66(100ccmよ り)0.3160 6.03  0.165  3.3  0.082  48.14

  2  108(    グ    ) 0.cso  1.2    0.024   0.48  0.015    14.11

  3 47(50ccmよ り) 0.0135 0.27  0009  0.ts  -

  449(   )0.01700.44 0.00750.15 -

  545(   )0.00600.12 0005 0.1

  650(   )0.0300.06 0.00150.03

  7   49 (          )  0.0030  0.06    0.0015   0.03    一

 其 結 果初 期 溶 解 度 は大 で あ るが何 回 か繰 返 す ε殆 ん 忌 一定 εな る。

 ].即 ち初 の溶 解 度 は 眞 の繊 維素 の溶 解 度 で な く共 存 す る特 質 の溶 解度 で あ る。 而

して 溶 解 的 中、 ペ ン トザ ンが 多 く含 ま れて 店 る。

 2・ パ ル プBorregardは 此 庭 理 で 、1,ペ ン トザ ンの 牛 を 除 く事 が 出 來 るが 、 全 部 を

除 く事 は 困 難 で あ る。

 3.繊 椎 素 自身 も少 量 は、 アル カ リ液 に溶 け る ε考 へ る可 きで あ る。
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